
対して少なければ少ないほどよい) ， 多くなればそれだけ経費時~

とな っ てプラスにはならない。だから企業性を強く打ち出した

現在はもちろん， 将来に向 つ てはなおさら仕業率向上への努力

が必要となってきている。(松本敬司)

じどうし ゃ しせつ 自動車施設 自動車運送事業を経営する

ために設けた施設の総称。国鉄では自動車運送事業を経営する

ためには自動車営業所を設け， パスまたはトラックを配置する

とともに， 自動11工事掌， 自動車運転士， 自動車を保守盤面白する

整備係その他の職員をおいて，営業所長がこれを管理運用して

いる。また必要の箇所に自動車営業所の業務の一部を分担する

支所または派出所を設け，路線には自動車駅または乗降場を設

位して， 旅客の乗降 ・ 荷物の取扱をしている。

国鉄自動車営業所の業務は，鉄道の場合の駅と車掌:区;と機関

区および答:貨車区が総合されたものとみてよい。ただ異なる所

は列車の代りに自動車が， レ ー ノレ上でなく一般道路上を遂行し

ている点だけとい っ て差支えない。

日本固有鉄道固定財産管理規程は，これら 自動車営業所 ・ 支

所 ・ 駅などの自動車施設を土地 ・ 建物 ・ 工作物 ・ 機然 、 自動車

(事業F円) ・ 営業用自動車および無形資産に大別して管理するよ

うに定めている。鉄道の部門と異なるおもなものにつぎのよう

なものがある。

1 自動車庫

自動車を収容保管する収容車庫と，自動車を検査修繕する修

繕車庫とがある。

収容車庫の大きさは経営の経済性，作業能率等の見地から，

降雪地干Pi ， 酷寒地;H片等の特殊事情を除き， 配置自動車両数の30

%収容(修繕車庫の収容力を含む)を際準としている 。

修繕耶障は自動車の解休や分解または点検等の作業の能率化

をはかるため，営業所の鋭敏により天井(てんじよう)走行クレ

ー γ，ジ プ グレ ー ンまたはモノレールクレーソを設備し，床面1

には FIITI りの検査修繕の使をはか つてピグトを設ける。また修

繕車庫の一部を区切りもし く は外部に付属させて， 各径の工作

段械を師lJえた機械室， 燃料l噴射ポ γプ試験機などを収容する試

験室，各種工具を絡納する工具室， 蓄電池の充電を行う充電室

などを設ける。

2 連絡よ家

国鉄パスは鉄道との連絡を重要使命としており，どの路線も

鉄道の駅前に発着している。この発斎場に， 鉄道か ら自動車へ

の乗換答が待合せるために設けた上家を連絡上家(旅客上家)と

いい，降雪酷寒地方，利用度の高い箇所など旅客サー ビス上必

要なところに設ける。

一般に鉄道の中間釈では鉄道の臥の前方または餌IJ方に，駅に

接して設け，大都市の場合は駅前I ・ 広場に独立した上家を設i位

する。

じどうしゃじ

することにより ， 自動的に上下左右から高圧噴水を行うととも

に， 装置されたブラシが自動車の通過にしたがって，ボデー の

Wì掃を 自動的に行う仕組である。現在試験的に突施しているが，

この方式によれば従来 1 回 25-30 分を裂した作業が 10 分程度

に短縮でき，能率向上に大きく寄与できる。その設置に当って

は， 1 日の仕業率が相当数(少くとも 30 両程度)の営業所を選

ぶことが適当である。

4 ガ ソ リンスタ ン ド

自動車の主要燃料たるガソリソまたは軽油は， 危険防止のた

め池下にタ γ クを設けて貯放し ， これを自動車に供給する i場合

は，動力ポγ プによ っ て 自動的に給油できる装置とな っ ている。

デイ ー ゼノレ 自動車の燃料の軽油は優度に水分If!I:挟等を嫌うた

め従来国鉄自動車では軽ìd1を遠心分離機によってろ過したもの

を， :!J:/? に貯蔵の上給油していたが，ろ過しない軽油を貯蔵

しておき，給油の際自動的にろ過できるよう直結ろ過装置をス

タンドに取付けた方が作業能率の改善になるので， 目下この方

式を数箇所で示験的に実施している。現在国鉄のパスは大部分，

トラックは過半数がディーセ勺レ化しており ， 数年後には全部が

ディ ーセ勺レ車となるものと予定されている。したがってこの給

油方式が全雨的に採用された場合は， 多大な人手の節約ができ

るものと期待されている。

5 営業権

問鉄自動率が新線を開業したため， その共通区間で営業して

いた民営の自動車業者が事業の継続ができなくなって，その共

通区間またはその事業の全部を廃止した場合，国鉄は道路運送

法および同法施行令の定めるところにより ， その事業者の損失

に対し補償をしなければならないことになっている。この補償

額を営業権として無形資産に編入し， 10 年償却の処理を行って

いる。(小林栄)

じどうし や じ ゅ んしゅうにゅう 自動車純収入 国鉄の経

蛍する自動車によって運送される旅客・荷物および貨物の運賃 ・

言語料金等の収入ならびに自動車施設に属する土地その他設備の

貸付料金 ・ 使用料金等の収入で，資産の売却代金 ・ 営業外収入

は含まない。

国鉄自動車は鉄道連絡運送や鉄道で輸送する荷物および貨物

の自動車代行輸送等を実施しているので， 取扱収入だけでは自

動車の収入を明確にすることはできなし、。自動車収入が明確に

ならなければ収支の関係が判明しない。したがって経営活動の

笑体をは慢することは困難であるので， 自動車取扱収入とは別

に，自動車純収入を計算する必要が生じる。

自動車収入は運輸計算書類その他にも とづいて計算し，毎 日

自動車純収入計算台帳に記入し， これを集計して自動車純収入

月報を作成し，毎月分を翌月 4 日までに鉄道管理局経理部若手査

課または同審査統計課に提Iilする。同課においては自動車純収

3 洗じよう装置 入を科目別に審査確定し，鉄道管理局会計長は自動車取扱収入

自動車を洗じ よ うするために洗車場を設け，ヵーワッジャー を純収入に更正するため，振替伝票を発行して更正手続をし ，

を備えつける。洗車場は自動車蛍業所の立地条件により自動車 初めて自動車純収入が確定するわけである。

Ji!ï.内に設けることもあるが，原則として営業所前の広場の一問 自動車純収入はつぎのとおり区分される。

を舗装し排水総を設ける。洗車場の広さは l 両分 50m' を基準 l 旅客純収入

とし 1 営業所に 2 両分を限度として施設する。 (1) 自動車線内相互発着となるものは， 取扱収入を純収入と

カーワッシャ ーは動力ポンプによって得た高圧の水をホ ー ス する。

によ っ て議き，作業者はそのノズノレを持って必要な箇所を洗じ (2) 鉄道 ・ 航路(社線を含む，以下問 じ)にまたがるものは，

ょうするのであるが，この装置では下回り部分の消婦が十分に 自動車線内の速貨を純収入とする。

行われないのと ， ボデーの清掃に労力を援するので，最近比較 (3) 旅客雑収は取扱収入を純収入とする。

的簡易で能率的な自動洗じよう装置を研究している。この装置 (4) 旅客自動車を鉄道事故その他のために，自動車経!J'I.以外
は自動車が高架式の洗じよう台を通過する際， スイ ッ チを操作 の損益勘定負担となるものに対して使用 した と きは， 1 耳ï 1km 
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